









































































































































































































































































































さらに、モンスターペアレンツ (M P) ありきの先回り ・マニュアル化は本質から乖離
しているということを意識すべきである。 「転ばぬ先の杖」のような先回り対応は本末転
倒であり、そういった考え方は、最終的には生徒とも保護者とも信頼関係を築くことがで
きない。やはり 、生徒本意というスタンスは維持したい。
そうなってくると、生徒といかに信頼関係を築くことができるかということとなる訳だ
が、そのためには、誠意ある対応が不可欠である。その 1つは、スピーディーな対応であ
る。先ほども触れたが、機を逸した対応に次はない。また、私も失敗したことがあるが、
軽はずみな言動、口約束は厳禁である。 「大丈夫だと思います」という、責任の所在を濁
すような約束は望ましくない。また、特に女子校では平等な対応が求められる。これは生
徒の一番嫌うところでもあり、特定の生徒にだけ「ちゃん」付けしたり 、授業中当てる回
数が極端に多かったりするというのは公平性を欠き 、生徒との関係構築に支障を来す場合
がある。それから、生徒を第一に考えるといったが、 「生徒第一」と「校則 ・ルール」の
バランスをとった柔軟な対応が必要である。生徒第一の親点から、いけないこと、できな
いことをOKとしてしまってはいけないし、 「校則 ・ルール」を印籠のように使い、すべ
て原則論で片付けてはいけない。最後に、 「できること」と「できないこと」をきちんと
説明することも肝要である。
7. 今後の可能性として
保護者の要求が多様化しているからこそ、保護者との関係をより強化する必要があると
考える。また、近年では実施している学校も多いが、保護者による学校評価アンケートを
導入せざるを得なくなってくるのではないかと思われる。
実は、私立の中高一貰校の場合、中学に入学＝親も入学という傾向がある。そうなると、
中学から裔校へ進むにあたって、保護者をどう子離れさせていくかというのが今後のテー
マとなってくるように思う。
そしてもう 一度、 「子育て」と「学校教育」とは、根本が違うものであり、どう役割分
担するか、アプローチを変えながらもどう目線を合わせるのか、といった共有が必要にな
ってくるのではないだろうか。
8. 感想（一部抜粋）
0 現場での実体験を土台にした話ですので、公立中の自分の状況とは違うケースもあり
ましたが、 「これから教員を目指す学生」にとっては、大変役に立つ内容であったと思
います。 （一般 ・男性）
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〇 保護者との信頼関係を築いていくことが大切だと思った。今の保護者は何かするとす
ぐに学校に文句を言いにくるという印象があったが、それは一部の人で教員の対応で保
護者ともよい関係がつくれるとわかった。 （法学部 1年）
0 学生の自分としては、生徒・児童 ・学生の立場から見る学校の現状や教員と保護者の
関係しか知らない。なので、 「学校 ・教員側からの視点」で話が展開されていた本分科
会はとても新鮮だった。 （文学部 1年）
0 公立と私立の差を少し考えさせられました。保護者からの信頼は生徒からの信頼から
生まれるのだと思いました。 （法学部 1年）
0 国立中学出身ですが、学校からの干渉は全くありません。その方が子どもも保護者も
頭を使って進んでいこうとしています。日本の末来のためには、いつかそうした方がい
いのではないでしょうか。 （政治経済学部 l年）
〇 よくモンスターペアレントとかいう言葉を最近頻繁に耳にするので、保護者とどう関
わっていくのかというテーマはとても興味深かったです。保護者を巻きこむことで保護
者に安心感を与えるというのはなるほどなと思いました。 （文学部 1年）
9. 結びにかえて
最後に、今回このようなテーマ設定をしたのは、他でもなく学校のあり方、生徒との接
し方、保護者との関わり方に、今変化が生じてきていると感じているからである。本校で
行われていることが 100%正しい訳でもないし、本校のやり方がどの学校にも当てはまる
とも思ってはいない。もっと違うアプローチをしている学校もあるだろうし、何もしてな
くても良好な関係を築けている学校だってあるはずである。だが、こ ういったテーマにつ
いて考えたり、諭論をしたりと、今後はもっと意識していかなければならないのは間違い
ない。今同の発表がそのきっかけだったり 、何かのヒントになってくれれば幸甚である。
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